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目的　ドライクリーニングでは、フ ツ素系(HCFC) 、塩素系、石油系の溶剤が使用され

てきた。しかし、これらは環境保全の立場から、年々段階的に削減傾向にあり近い将来全

廃予定のものや、厳しい規制の対象溶剤など、新たな代替溶剤が求められている。そこで、

環境負荷の少ないかつ安全性の高い代替溶剤として、水／アルコール系混合溶剤が注目さ

れ検討がなされている。演者も水溶性色素の除去においてアルコール40 ～60vol% 溶剤が

有効であることをすでに確認した。そこで、本実験では油性色素汚れについて検討する。

方法　溶剤：エチルアルコール、油性色素：スダンI 、n 、� 、IV (東京化成㈱)、汚染

布：綿ブロード#40 を各油性色素2 ％0'wfアルコール100 ％溶液中i:50 、30 分汚染した。

洗浄実験は50ml 共栓付ガラス瓶中に30inl の溶剤および汚染布(2.7cm  X 2.7cm ２ 枚)を入

れ一定時間、振とう機 ぐTaiyo Incubator M-1 型) により120rpm で振とうを行った。

洗浄前後の汚染布の反射率(Z%) を日本電色工業㈱の色差計(NR-3000) で測定後、K/S 値に

よる色素除去率を求めた。また、一部残浴中の色素濃度から除去量を試算した。

結果　色素除去率はスダンI ＞II＞Ⅲ＞IVの傾向を示し、スダンＩはEtOT40 ％以上、

スダンnm ％以上、スダンⅢ･IV80 ％以上で高い除去率を示した。温度効果は､55 ℃＞40 ℃

＞20 ℃であり、高温ほどアルコール含有率が低い洗浴でも除去率が高いことを確認した。

2Mp-9 洗 濯 用 水 の硬 度 と洗 浄 性 につ い て
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i目 的l 硬 度 の 高 い 洗 濯 用 水 を 用 い る と 洗 浄 性 が 低 下 す る た め 、 多 く の 洗 剤 は

耐 硬 水 性 を 考 慮 し て 作 ら れ て い る 。　市 販 洗 剤 が 硬 度 の 影 響 を ど の 程 度 う け る

の か に つ い て 検 討 し た 。

【方 法] ① 汚 れ 成 分 の 異 な る 汚 染 布 （ＴＡ、TB ） を 、 ② 市 販 洗 剤　10 種 類 を 用 い

て ③Ｏ～1  50ppm の 洗 濯 溶 液 中 で 洗 浄 し た 。 ④ タ ー ゴ ト メ ー タ を 用 い て 、10

分 間 、lOOr.p.m 、30 ℃ の 条 件 で 洗 浄 を 行 っ た 。 洗 濯 前 後 の 布 の 表 面 反 射 率 か

ら 洗 浄 効 率 を 求 め た。

【結 果 】そ の 結 果 、0,50,  lOOppm の 間 で 、 ほ と ん ど の 洗 剤 の 洗 浄 効 率 が 低 下 し

た 。1  5 0 p p m で は　lOOppm と 同 程 度 の 硬 度 の 影 響 を う け る 。 弱 ア ル カ リ 粉 末

洗 剤 は50,    lOOppm で は 洗 浄 効 率 がOppm の 時 よ り 洗 浄 効 率 が 約5  0% も 低 下

す る 。 中 性 洗 剤 は 他 の 洗 剤 よ り も 洗 浄 効 率 が10% 低 い が 、硬 度 が 高 く な っ て

も 洗 浄 性 に 影 響 を 受 け に く い 。　ま た 、 弱 ア ル カ リ 洗 剤 、 中 性 洗 剤 に お い て も

液 体 洗 剤 の 方 が 粉 末 洗 剤 よ り も 硬 度 の 影 響 を 受 け に く い 。 し か し 、TB 布 に

お い て は 、 石 け ん 洗 剤 が 最 も 洗 浄 効 率 が 高 く 、lOOppm ま で 全 く 硬 度 の 影 響

を う け ず 、lSOppm で は20%  洗 浄 効 率 が 低 下 し 、二 瓶 ら 丿 と は 異 な る 結 果 が

得 ら れ た 。
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